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（訂正）「平成 22 年 10 月期 第３四半期決算短信」の一部訂正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 23 年 12 月 22 日付「訂正有価証券報告書等の提出及び過年度決算短信等の一部訂正に関

するお知らせ」で開示いたしましたとおり、当社における不適切な取引及び訂正の対象となり得る会計処

理が判明したことを受け、決算短信等の訂正を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、平成 22 年 10 月期 第３四半期報告書に掲載されている訂正後の四半期連結財務諸表につきまし

ては、清和監査法人の監査を受けております。 

訂正箇所が多岐にわたっており正誤表による形式では分かりづらくなることから、訂正後の全文を添付

し訂正箇所には下線を付して表示しております。また、参考として訂正前の全文を添付しております。 

 

記 

訂正を行う決算短信等 

「平成 22年 10 月期 第３四半期決算短信」 

（公表日）平成 22 年 9月 13 日 

以上 

 

 

 

 



  

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

  

平成22年10月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成22年9月13日

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)佐々木 英輔
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名)深野 道照 TEL   022(722)0333
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(百万円未満切捨て)

1. 平成22年10月期第３四半期の連結業績（平成21年11月1日～平成22年7月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第３四半期 8,625 △6.0 358 26.0 261 △21.7 264 △12.4

21年10月期第３四半期 9,179 ― 284 ― 333 ― 302 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年10月期第３四半期 4,837 50 ―

21年10月期第３四半期 6,582 97 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第３四半期 5,514 1,773 31.9 32,002 36

21年10月期 5,288 1,451 27.3 26,981 46

(参考) 自己資本 22年10月期第３四半期 1,763百万円 21年10月期 1,442百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

22年10月期 ― 0 00 ―

22年10月期(予想) 500 00 500 00

3. 平成22年10月期の連結業績予想（平成21年11月1日～平成22年10月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,050 1.2 459 16.8 413 8.7 511 20.0 9,325 33
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(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）4ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】5ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年10月期３Ｑ 56,146株 21年10月期 54,646株

② 期末自己株式数 22年10月期３Ｑ 1,185株 21年10月期 1,185株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年10月期３Ｑ 54,741株 21年10月期３Ｑ 45,925株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績に回復の傾向が見られたものの、海外景気

動向や為替相場の影響により先行きの不透明感が強くなっております。 

 このような状況の中、当社グループでは既存事業の利益率向上に努めつつ、新規事業としてソーシャル

アプリ事業を担う㈱京王ズSeedと通信回線サービス契約受付事業を担う㈱京王ズFORCITEの２社が新たに

事業を開始いたしました。そのため当第３四半期連結会計期間より２社を連結の範囲に含めており、事業

の種類別セグメント「その他」として表示しております。 

 また、当社グループは移動体通信事業において更なる店舗事業の強化・拡大を進めるためには、連結子

会社である株式会社京王ズコミュニケーションを完全子会社として経営の意思決定スピードを上げること

が最適であると判断し、京王ズコミュニケーションの少数株主よりすべての株式を取得いたしました。ま

た同時に、光通信グループ会社である株式会社コンタクトセンターにDerivative Arbitrage Fund L.P.が

保有していた新株予約権４個（2,000株分）について譲渡承認いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は8,625百万円（前年同期比6.0％減）、営業

利益は358百万円（前年同期比26.0％増）、経常利益は261百万円（前年同期比21.7％減）、四半期純利益

は264百万円（前年同期比12.4％減）となっております。 

  

事業の種類別セグメントにおける業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 

 
移動体通信事業につきましては、東北地方の景気回復の遅れから個人消費者の生活防衛意識が強くみら

れ、スマートフォン等の一部機種の新製品の投入等もあり販売台数は好調に推移しておりますが、平均単

価の低下や移動体通信キャリアからの販売手数料について変更があり、売上高は8,120百万円（前年同期

比8.0％減）、営業利益は404百万円（前年同期比7.2％減）となっております。 

 なお、平成22年６月30日付で移動体通信事業を担当している㈱京王ズコミュニケーションの全株式を取

得しております。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業につきましては、コスト管理と成長性のバランスを取った事業戦略の元で、仙

台西多賀コールセンターの稼働率の向上を図ると共に、取扱商材の増加を図っております。 

 その結果、売上高411百万円（前年同期比56.8％増）、営業利益62百万円（前年同期は69百万円の営業

損失）となっております。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第３四半期

平成22年10月期
第３四半期

増減額 増減率

売上高 9,179百万円 8,625百万円 △553百万円 △6.0％ 

営業利益 284百万円 358百万円 74百万円 26.0％

経常利益 333百万円 261百万円 △72百万円 △21.7％

四半期純利益 302百万円 264百万円 △37百万円 △12.4％

１株当たり四半期純利益 6,582円97銭 4,837円50銭 △1,745円47銭 △26.5％

・売 上 高 8,120百万円 （前年同期比8.0％減）

・営 業 利 益 404百万円 （前年同期比7.2％減）

・売 上 高 411百万円 （前年同期比56.8％増）

・営 業 利 益 62百万円 （前年同期△69百万円）
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③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業につきましては、新規テナントの誘致を図り来春を目処とした賃貸借予約を締結いたし

ますが、当第３四半期連結累計期間の売上高80百万円（前年同期比11.4％減）、営業利益18百万円（前年

同期比40.3％減）となっております。 

 なお、平成22年10月29日付の当社臨時株主総会における承認を条件に、平成22年10月31日付で当社と当

社グループで不動産賃貸事業を担う㈱遠雷とは合併する予定であります。 

  

④ その他 

 
当第３四半期より、新規事業であるソーシャルアプリ事業と通信回線サービス契約受付事業を「その

他」として開示いたします。 

 ソーシャルアプリ事業につきましては、平成22年７月21日にソーシャルアプリ第１弾「アーマードギガ

ス」の提供を開始いたしました。続いて、平成22年９月３日に第２弾「トイドル」の提供を開始し、会員

数を伸ばしております。 

 通信回線サービス契約受付事業につきましては光通信回線の契約受付を行っております。 

 開発、準備のための費用が先行して発生した結果、当第３四半期における売上高は13百万円、営業損失

は13百万円となっております。 

 なお、当社グループの新規事業である介護事業における第１号施設として、平成22年９月１日にライフ

クオリティ仙台南がオープンしております。 

  

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

 
  

当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計期間と比較して、流動資産は240百

万円増加し2,079百万円、固定資産は14百万円減少し3,435百万円となりました。これは主に売上債権の

増加及び㈱京王ズコミュニケーションに対するのれんの増加によるものであります。その結果、総資産

額は225百万円増加し5,514百万円となりました。 

 負債の状況は、流動負債は232百万円減少し2,373百万円、固定負債は136百万円増加し1,367百万円と

なりました。これは主に借入金の返済及び短期借入金から長期借入金への借り換えによるものでありま

す。その結果、負債総額は96百万円減少し3,741百万円となりました。 

 純資産の状況は、321百万円増加し1,773万円となりました。これは主に四半期純利益の計上によるも

のであります。 

  

・売 上 高 80百万円 （前年同期比11.4％減）

・営 業 利 益 18百万円 （前年同期比40.3％減）

・売 上 高 13百万円 （前年同期比―）

・営 業 利 益 △13百万円 （前年同期比―）

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期末
(平成21年10月31日)

平成22年10月期
第３四半期末 

(平成22年７月31日)

増減額

資産合計 5,288百万円 5,514百万円 225百万円

負債合計 3,837百万円 3,741百万円 △96百万円

純資産合計 1,451百万円 1,773百万円 321百万円

自己資本比率 27.3％ 31.9％ 4.6％

１株当たり純資産 26,981円46銭 32,002円36銭 5,020円90銭
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② キャッシュ・フローの状況 

 
  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して139百万円減少し、305百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は348百万円（前年同期は440百万円の収入）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益及び仕入債務の増加によるものであり、前年同期と比較して売上債権及

び仕入債務が増加しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、189百万円（前年同期は105百万円の収入）となりました。これは主

に店舗の取得・移転に伴う有形固定資産の取得及び子会社株式の取得によるものであり、前年同期は定

期預金２億円の払戻しを行ったことによるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は307百万円（前年同期は238百万円の支出）となりました。これは主に

借入金の返済によるものであり、前年同期については、定期預金の払戻金を元に借入金を返済したこと

によるものであります。 

  

  

平成22年10月期の連結業績予想につきましては、移動体通信事業においては堅調な推移でありました

が、前期においては通期営業損失が△37百万円でありましたテレマーケティング事業について、これまで

2ヵ所であった営業拠点を仙台に集約し、一部管理者クラスの人員も集約することで、コスト管理と成長

性のバランスを取るという事業戦略の元、コスト改善と取扱商材拡大の成功により、大幅な収益改善とな

るため、通期業績予想を前回発表予想から下記のとおり修正いたします。 
  

 
  

平成21年10月期
第３四半期連結累計期間 
(平成20年11月１日～ 
平成21年７月31日)

平成22年10月期
第３四半期連結累計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年７月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

440百万円 348百万円 △91百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

105百万円 △189百万円 △295百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△238百万円 △307百万円 △69百万円

現金及び現金同等物の
増減額

307百万円 △148百万円 △455百万円

連結範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の
増減額

― ８百万円 ８百万円

現金及び現金同等物の
期末残高

375百万円 305百万円 △69百万円

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

前回発表予想 (A) 12,500 424 391 430 7,355円33銭

今回発表予想 (B) 12,050 459 413 511 9,325円33銭

増減額 (B-A) △450 35 22 81

増減率 (B/A△1) △3.6％ 8.3％ 5.6％ 18.8％

(ご参考)前期実績 
平成21年10月期 (C)

11,908 393 380 426 8,924円02銭

前期比
(B/C-
1)

1.2％ 16.8％ 8.7％ 20.0％
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該当事項はありません。 

  

  

① 簡便な会計処理 

(固定資産の減価償却の算定方法) 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

(法人税等及び繰延税金資産の算定方法) 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 428,460 568,171

売掛金 1,183,563 833,871

商品 221,299 189,515

繰延税金資産 167,127 167,127

その他 87,483 84,070

貸倒引当金 △8,790 △3,870

流動資産合計 2,079,144 1,838,886

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 369,380 378,692

車両運搬具（純額） 1,801 2,369

工具、器具及び備品（純額） 46,181 56,354

土地 623,807 623,807

建設仮勘定 5,756 －

有形固定資産合計 1,046,927 1,061,222

無形固定資産

のれん 1,862,985 1,802,504

その他 88,487 102,936

無形固定資産合計 1,951,472 1,905,440

投資その他の資産

投資有価証券 10,000 10,000

長期貸付金 25,182 18,514

敷金及び保証金 237,271 273,301

役員及び役員保有会社に対する金銭債権 602,626 565,189

その他 25,826 27,964

貸倒引当金 △463,914 △411,605

投資その他の資産合計 436,993 483,364

固定資産合計 3,435,393 3,450,028

資産合計 5,514,537 5,288,914
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年10月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 945,491 678,897

短期借入金 292,000 897,000

1年内返済予定の長期借入金 545,692 312,421

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 217,906 313,432

賞与引当金 16,619 25,509

短期解約違約金損失引当金 1,350 1,123

未払法人税等 19,560 52,590

未払消費税等 35,911 53,281

その他 248,645 221,330

流動負債合計 2,373,177 2,605,584

固定負債

社債 175,000 225,000

長期借入金 1,139,311 957,573

その他 53,529 48,996

固定負債合計 1,367,841 1,231,570

負債合計 3,741,019 3,837,154

純資産の部

株主資本

資本金 1,199,086 1,172,014

資本剰余金 822,760 795,688

利益剰余金 △253,166 △515,448

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 1,758,881 1,442,455

新株予約権 1,249 114

少数株主持分 13,386 9,189

純資産合計 1,773,517 1,451,760

負債純資産合計 5,514,537 5,288,914
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年７月31日)

売上高 9,179,583 8,625,895

売上原価 7,745,256 7,021,226

売上総利益 1,434,326 1,604,668

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 546,688 585,285

賞与引当金繰入額 32,972 35,933

法定福利及び厚生費 80,550 84,991

地代家賃 161,782 168,436

その他 327,870 371,516

販売費及び一般管理費合計 1,149,864 1,246,163

営業利益 284,461 358,505

営業外収益

受取利息 5,222 4,697

出資金運用益 8,201 9,267

コミッション譲渡益 96,121 －

その他 8,820 7,251

営業外収益合計 118,365 21,217

営業外費用

支払利息 47,954 43,844

株式交付費 8,324 －

貸倒引当金繰入額 － 53,767

その他 12,929 20,860

営業外費用合計 69,209 118,471

経常利益 333,618 261,250

特別利益

固定資産売却益 1,208 －

事務所閉鎖費用戻入額 － 5,820

貸倒引当金戻入額 33,036 1,458

過年度消費税等 － －

その他 － 28

特別利益合計 34,245 7,307

特別損失

固定資産除却損 － 2,956

店舗整理損 56,381 4,374

貸倒引当金繰入額 1,500 6,231

減損損失 186 －

過年度消費税等 － 1,055

特別損失合計 58,068 14,617

税金等調整前四半期純利益 309,795 253,940

法人税、住民税及び事業税 6,038 2,220

過年度法人税等 － △26,822

少数株主利益 1,435 13,732

四半期純利益 302,321 264,810
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
至 平成22年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 309,795 253,940

減価償却費 94,418 80,531

減損損失 186 －

のれん償却額 79,983 79,983

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,536 61,098

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,202 △8,889

受取利息及び受取配当金 △5,222 △4,697

支払利息 47,954 43,844

固定資産売却損益（△は益） △1,208 －

固定資産除却損 － 2,956

店舗整理損 56,381 4,374

売上債権の増減額（△は増加） 469,447 △349,047

たな卸資産の増減額（△は増加） △79,506 △31,784

仕入債務の増減額（△は減少） △280,334 266,594

預り金の増減額（△は減少） 173,324 －

仮受金の増減額（△は減少） △241,440 －

その他 △95,337 1,429

小計 482,703 400,333

利息及び配当金の受取額 4,261 4,319

利息の支払額 △37,622 △41,260

法人税等の支払額 △9,216 △17,087

法人税等の還付額 54 2,500

営業活動によるキャッシュ・フロー 440,180 348,805

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △49,864 △45,457

有形固定資産の売却による収入 1,208 －

無形固定資産の取得による支出 △6,292 △4,008

投資有価証券の取得による支出 － △10,000

子会社株式の取得による支出 － △75,000

敷金及び保証金の差入による支出 △3,766 △21,305

敷金及び保証金の回収による収入 7,087 2,994

貸付金の回収による収入 － －

役員に対する金銭債権の増加に伴う支出 △200,000 △325,000

役員に対する金銭債権の減少に伴う収入 200,000 300,000

役員保有会社に対する金銭債権の増加に伴う支
出

△33,029 △12,436

その他 － 326

投資活動によるキャッシュ・フロー 105,343 △189,886
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年11月１日
至 平成21年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年11月１日
 至 平成22年７月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 5,000 90,000

短期借入金の返済による支出 △326,000 △695,000

長期借入れによる収入 270,000 593,000

長期借入金の返済による支出 △176,707 △252,990

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

自己株式の取得による支出 △9,798 －

配当金の支払額 △4 －

新株予約権の発行による収入 △8,324 2,845

新株予約権の行使による株式の発行による収入 85,720 54,144

その他 △28,168 △49,488

財務活動によるキャッシュ・フロー △238,282 △307,489

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 307,241 △148,571

現金及び現金同等物の期首残高 68,424 445,641

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

－ 8,763

現金及び現金同等物の四半期末残高 375,665 305,834
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該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年７月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年７月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

(4) その他・・・・・・・・・・・ソーシャルアプリによる課金収入事業、通信回線サービス契約取次事業 

  

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

8,826,647 262,412 90,522 9,179,583 ― 9,179,583

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 1,028 1,028 (1,028) ―

計 8,826,647 262,412 91,551 9,180,611 (1,028) 9,179,583

営業利益又は 
営業損失(△)

435,438 △69,371 31,229 397,296 (112,834) 284,461

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

その他 計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

8,120,409 411,502 80,220 13,762 8,625,895 ― 8,625,895

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 1,166 ― 1,166 (1,166) ―

計 8,120,409 411,502 81,386 13,762 8,627,061 (1,166) 8,625,895

営業利益又は 
営業損失（△）

404,270 62,039 18,629 △13,493 471,447 (112,941) 358,505

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 
四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 

  

平成22年10月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成22年9月13日

上 場 会 社 名 株式会社 京王ズホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 3731 URL http://www.keiozu.co.jp

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)佐々木 英輔
問合せ先責任者 (役職名)取締役管理部長 (氏名)深野 道照 TEL   022(722)0333

四半期報告書提出予定日 平成22年9月14日 配当支払開始予定日 ―

(百万円未満切捨て)

1. 平成22年10月期第３四半期の連結業績（平成21年11月1日～平成22年7月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第３四半期 8,625 △6.0 359 27.5 317 △4.1 334 25.5

21年10月期第３四半期 9,179 ― 282 ― 330 ― 266 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年10月期第３四半期 6,113 73 ―

21年10月期第３四半期 5,808 58 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第３四半期 5,749 2,031 35.3 36,882 40

21年10月期 5,475 1,648 30.0 30,691 64

(参考) 自己資本 22年10月期第３四半期 2,027百万円 21年10月期 1,640百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

22年10月期 ― 0 00 ―

22年10月期(予想) 500 00 500 00

3. 平成22年10月期の連結業績予想（平成21年11月1日～平成22年10月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,050 1.2 459 16.8 413 8.7 511 20.0 9,325 33

（参考）



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）4ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】5ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ―社 (            )、除外  ―社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年10月期３Ｑ 56,146株 21年10月期 54,646株

② 期末自己株式数 22年10月期３Ｑ 1,185株 21年10月期 1,185株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年10月期３Ｑ 54,741株 21年10月期３Ｑ 45,925株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績に回復の傾向が見られたものの、海外景気

動向や為替相場の影響により先行きの不透明感が強くなっております。 

 このような状況の中、当社グループでは既存事業の利益率向上に努めつつ、新規事業としてソーシャル

アプリ事業を担う㈱京王ズSeedと通信回線サービス契約受付事業を担う㈱京王ズFORCITEの２社が新たに

事業を開始いたしました。そのため当第３四半期連結会計期間より２社を連結の範囲に含めており、事業

の種類別セグメント「その他」として表示しております。 

 また、当社グループは移動体通信事業において更なる店舗事業の強化・拡大を進めるためには、連結子

会社である株式会社京王ズコミュニケーションを完全子会社として経営の意思決定スピードを上げること

が最適であると判断し、京王ズコミュニケーションの少数株主よりすべての株式を取得いたしました。ま

た同時に、光通信グループ会社である株式会社コンタクトセンターにDerivative Arbitrage Fund L.P.が

保有していた新株予約権４個（2,000株分）について譲渡承認いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間における当社グループの売上高は8,625百万円（前年同期比6.0％減）、営業

利益は359百万円（前年同期比27.5％増）、経常利益は317百万円（前年同期比4.1％減）、四半期純利益

は334百万円（前年同期比25.5％増）となっております。 

  

事業の種類別セグメントにおける業績は以下のとおりです。 

① 移動体通信事業 

 
移動体通信事業につきましては、東北地方の景気回復の遅れから個人消費者の生活防衛意識が強くみら

れ、スマートフォン等の一部機種の新製品の投入等もあり販売台数は好調に推移しておりますが、平均単

価の低下や移動体通信キャリアからの販売手数料について変更があり、売上高は8,120百万円（前年同期

比8.0％減）、営業利益は403百万円（前年同期比7.1％減）となっております。 

 なお、平成22年６月30日付で移動体通信事業を担当している㈱京王ズコミュニケーションの全株式を取

得しております。 

  

② テレマーケティング事業 

 
テレマーケティング事業につきましては、コスト管理と成長性のバランスを取った事業戦略の元で、仙

台西多賀コールセンターの稼働率の向上を図ると共に、取扱商材の増加を図っております。 

 その結果、売上高411百万円（前年同期比56.8％増）、営業利益62百万円（前年同期は69百万円の営業

損失）となっております。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

（連結経営成績サマリー） （百万円未満切捨て）

平成21年10月期
第３四半期

平成22年10月期
第３四半期

増減額 増減率

売上高 9,179百万円 8,625百万円 △553百万円 △6.0％ 

営業利益 282百万円 359百万円 77百万円 27.5％

経常利益 330百万円 317百万円 △13百万円 △4.1％

四半期純利益 266百万円 334百万円 67百万円 25.5％

１株当たり四半期純利益 5,808円58銭 6,113円73銭 305円15銭 5.3％

・売 上 高 8,120百万円 （前年同期比8.0％減）

・営 業 利 益 403百万円 （前年同期比7.1％減）

・売 上 高 411百万円 （前年同期比56.8％増）

・営 業 利 益 62百万円 （前年同期△69百万円）
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③ 不動産賃貸事業 

 
不動産賃貸事業につきましては、新規テナントの誘致を図り来春を目処とした賃貸借予約を締結いたし

ますが、当第３四半期連結累計期間の売上高80百万円（前年同期比11.4％減）、営業利益15百万円（前年

同期比42.8％減）となっております。 

 なお、平成22年10月29日付の当社臨時株主総会における承認を条件に、平成22年10月31日付で当社と当

社グループで不動産賃貸事業を担う㈱遠雷とは合併する予定であります。 

  

④ その他 

 
当第３四半期より、新規事業であるソーシャルアプリ事業と通信回線サービス契約受付事業を「その

他」として開示いたします。 

 ソーシャルアプリ事業につきましては、平成22年７月21日にソーシャルアプリ第１弾「アーマードギガ

ス」の提供を開始いたしました。続いて、平成22年９月３日に第２弾「トイドル」の提供を開始し、会員

数を伸ばしております。 

 通信回線サービス契約受付事業につきましては光通信回線の契約受付を行っております。 

 開発、準備のための費用が先行して発生した結果、当第３四半期における売上高は13百万円、営業損失

は13百万円となっております。 

 なお、当社グループの新規事業である介護事業における第１号施設として、平成22年９月１日にライフ

クオリティ仙台南がオープンしております。 

  

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

 
  

当第３四半期連結会計期間末における資産の状況は、前連結会計期間と比較して、流動資産は228百

万円増加し2,241百万円、固定資産は45百万円増加し3,507百万円となりました。これは主に売上債権の

増加及び㈱京王ズコミュニケーションに対するのれんの増加によるものであります。その結果、総資産

額は273百万円増加し5,749百万円となりました。 

 負債の状況は、流動負債は245百万円減少し2,349百万円、固定負債は136百万円増加し1,367百万円と

なりました。これは主に借入金の返済及び短期借入金から長期借入金への借り換えによるものでありま

す。その結果、負債総額は109百万円減少し3,717百万円となりました。 

 純資産の状況は、383百万円増加し2,031百万円となりました。これは主に四半期純利益の計上による

ものであります。 

  

・売 上 高 80百万円 （前年同期比11.4％減）

・営 業 利 益 15百万円 （前年同期比42.8％減）

・売 上 高 13百万円 （前年同期比―）

・営 業 利 益 △13百万円 （前年同期比―）

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

（百万円未満切捨て）

平成21年10月期末
(平成21年10月31日)

平成22年10月期
第３四半期末 

(平成22年７月31日)

増減額

資産合計 5,475百万円 5,749百万円 273百万円

負債合計 3,827百万円 3,717百万円 △109百万円

純資産合計 1,648百万円 2,031百万円 383百万円

自己資本比率 30.0％ 35.3％ 5.3％

１株当たり純資産 30,691円64銭 36,882円40銭 6,190円76銭
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② キャッシュ・フローの状況 

 
  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会

計年度末と比較して139百万円減少し、305百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は326百万円（前年同期は375百万円の収入）となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益及び仕入債務の増加によるものであり、前年同期と比較して売上債権及

び仕入債務が増加しております。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、167百万円（前年同期は170百万円の収入）となりました。これは主

に店舗の取得・移転に伴う有形固定資産の取得及び子会社株式の取得によるものであり、前年同期は定

期預金２億円の払戻しを行ったことによるものであります。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は307百万円（前年同期は238百万円の支出）となりました。これは主に

借入金の返済によるものであり、前年同期については、定期預金の払戻金を元に借入金を返済したこと

によるものであります。 

  

  

平成22年10月期の連結業績予想につきましては、移動体通信事業においては堅調な推移でありました

が、前期においては通期営業損失が△37百万円でありましたテレマーケティング事業について、これまで

2ヵ所であった営業拠点を仙台に集約し、一部管理者クラスの人員も集約することで、コスト管理と成長

性のバランスを取るという事業戦略の元、コスト改善と取扱商材拡大の成功により、大幅な収益改善とな

るため、通期業績予想を前回発表予想から下記のとおり修正いたします。 
  

 
  

平成21年10月期
第３四半期連結累計期間 
(平成20年11月１日～ 
平成21年７月31日)

平成22年10月期
第３四半期連結累計期間 
(平成21年11月１日～ 
平成22年７月31日)

増減額

営業活動による 
キャッシュ・フロー

375百万円 326百万円 △48百万円

投資活動による 
キャッシュ・フロー

170百万円 △167百万円 △337百万円

財務活動による 
キャッシュ・フロー

△238百万円 △307百万円 △69百万円

現金及び現金同等物の
増減額

307百万円 △148百万円 △455百万円

連結範囲の変更に伴う
現金及び現金同等物の
増減額

― ８百万円 ８百万円

現金及び現金同等物の
期末残高

375百万円 305百万円 △69百万円

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

前回発表予想 (A) 12,500 424 391 430 7,355円33銭

今回発表予想 (B) 12,050 459 413 511 9,325円33銭

増減額 (B-A) △450 35 22 81

増減率 (B/A-1) △3.6％ 8.3％ 5.6％ 18.8％

(ご参考)前期実績 
平成21年10月期 (C)

11,908 393 380 426 8,924円02銭

前期比 (B/C-1) 1.2％ 16.8％ 8.7％ 20.0％
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該当事項はありません。 

  

  

① 簡便な会計処理 

(固定資産の減価償却の算定方法) 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

(法人税等及び繰延税金資産の算定方法) 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 428,460 568,171

売掛金 1,183,628 834,581

商品 221,299 189,515

繰延税金資産 167,127 167,127

貸倒引当金 △8,790 －

その他 249,925 253,457

流動資産合計 2,241,651 2,012,853

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 381,845 394,800

車両運搬具（純額） 1,801 2,369

工具、器具及び備品（純額） 47,348 57,967

土地 623,807 623,807

建設仮勘定 30,756 －

有形固定資産合計 1,085,559 1,078,944

無形固定資産   

のれん 1,864,518 1,802,504

その他 88,487 102,936

無形固定資産合計 1,953,005 1,905,440

投資その他の資産   

投資有価証券 10,000 10,000

長期貸付金 201,293 173,589

敷金及び保証金 237,271 273,301

その他 25,826 27,964

貸倒引当金 △5,377 △6,836

投資その他の資産合計 469,014 478,019

固定資産合計 3,507,579 3,462,405

資産合計 5,749,231 5,475,258
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 945,491 678,897

短期借入金 292,000 897,000

1年内返済予定の長期借入金 545,692 312,421

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払金 217,906 313,432

賞与引当金 16,619 25,509

短期解約違約金損失引当金 1,350 1,123

未払法人税等 9,601 47,809

未払消費税等 22,423 44,079

その他 248,645 225,200

流動負債合計 2,349,730 2,595,471

固定負債   

社債 175,000 225,000

長期借入金 1,139,311 957,573

その他 53,529 48,996

固定負債合計 1,367,841 1,231,570

負債合計 3,717,572 3,827,041

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,199,086 1,172,014

資本剰余金 822,760 795,688

利益剰余金 15,045 △317,098

自己株式 △9,798 △9,798

株主資本合計 2,027,093 1,640,805

新株予約権 1,249 114

少数株主持分 3,315 7,296

純資産合計 2,031,658 1,648,216

負債純資産合計 5,749,231 5,475,258
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

売上高 9,179,583 8,625,895

売上原価 7,750,217 7,024,842

売上総利益 1,429,365 1,601,053

販売費及び一般管理費   

役員報酬及び給料手当 546,688 585,285

賞与引当金繰入額 32,972 35,933

法定福利及び厚生費 75,259 84,991

地代家賃 161,782 168,436

その他 330,551 366,812

販売費及び一般管理費合計 1,147,255 1,241,458

営業利益 282,110 359,594

営業外収益   

受取利息 4,767 5,707

出資金運用益 8,201 9,267

コミッション譲渡益 96,121 －

その他 8,820 7,251

営業外収益合計 117,910 22,226

営業外費用   

支払利息 45,006 43,844

株式交付費 8,324 －

その他 15,877 20,860

営業外費用合計 69,209 64,704

経常利益 330,811 317,116

特別利益   

固定資産売却益 1,208 －

事務所閉鎖費用戻入額 － 5,820

貸倒引当金戻入額 － 1,458

過年度消費税等 － 3,230

その他 － 28

特別利益合計 1,208 10,537

特別損失   

固定資産除却損 － 2,956

店舗整理損 56,381 4,374

貸倒引当金繰入額 1,500 6,231

減損損失 186 －

特別損失合計 58,068 13,562

税金等調整前四半期純利益 273,952 314,091

法人税、住民税及び事業税 6,038 2,220

過年度法人税等 － △26,822

少数株主利益 1,156 4,021

四半期純利益 266,757 334,673
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 273,952 314,091

減価償却費 100,053 84,621

減損損失 186 －

のれん償却額 79,983 79,983

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,500 7,331

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,202 △8,889

短期解約違約金損失引当金の増減額（△は減少） △4,681 227

受取利息及び受取配当金 △4,767 △5,707

支払利息 47,954 43,844

固定資産売却損益（△は益） △1,208 －

固定資産除却損 － 2,956

店舗整理損 56,381 4,374

売上債権の増減額（△は増加） 469,447 △349,047

たな卸資産の増減額（△は増加） △79,506 △31,784

仕入債務の増減額（△は減少） △280,334 266,594

預り金の増減額（△は減少） 173,324 －

仮受金の増減額（△は減少） △241,440 －

その他 △158,906 △30,710

小計 417,736 377,884

利息及び配当金の受取額 4,261 4,319

利息の支払額 △37,622 △41,260

法人税等の支払額 △9,216 △17,087

法人税等の還付額 54 2,500

営業活動によるキャッシュ・フロー 375,213 326,356

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,000 －

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △49,864 △70,457

有形固定資産の売却による収入 1,208 －

無形固定資産の取得による支出 △6,292 △4,008

投資有価証券の取得による支出 － △10,000

子会社株式の取得による支出 － △75,000

敷金及び保証金の差入による支出 △3,766 △21,305

敷金及び保証金の回収による収入 7,087 2,994

貸付金の回収による収入 31,937 10,012

その他 － 326

投資活動によるキャッシュ・フロー 170,310 △167,437

9



(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年11月１日 
 至 平成21年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年11月１日 
 至 平成22年７月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 5,000 90,000

短期借入金の返済による支出 △326,000 △695,000

長期借入れによる収入 270,000 593,000

長期借入金の返済による支出 △176,707 △252,990

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

自己株式の取得による支出 △9,798 －

配当金の支払額 △4 －

新株予約権の発行による収入 △8,324 2,845

新株予約権の行使による株式の発行による収入 85,720 54,144

その他 △28,168 △49,488

財務活動によるキャッシュ・フロー △238,282 △307,489

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 307,241 △148,571

現金及び現金同等物の期首残高 68,424 445,641

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 8,763

現金及び現金同等物の四半期末残高 375,665 305,834

10



該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年11月１日 至 平成21年７月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年７月31日） 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 移動体通信事業・・・・・・・移動体通信端末の販売、移動体通信サービスの契約取次 

(2) テレマーケティング事業・・・コールセンターによるテレマーケティング事業 

(3) 不動産賃貸事業・・・・・・・ショッピングモールのテナントからの賃貸収入事業 

(4) その他・・・・・・・・・・・ソーシャルアプリによる課金収入事業、通信回線サービス契約取次事業 

  

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

計
消去又は
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

8,826,647 262,412 90,522 9,179,583 ― 9,179,583

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 1,028 1,028 (1,028) ―

計 8,826,647 262,412 91,551 9,180,611 (1,028) 9,179,583

営業利益又は 
営業損失(△)

434,684 △69,371 26,268 391,581 (109,471) 282,110

移動体 
通信事業

テレマーケ
ティング 
事業

不動産
賃貸事業

その他 計
消去又は 
全社

連結

(千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円) (千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

8,120,409 411,502 80,220 13,762 8,625,895 ― 8,625,895

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 1,166 ― 1,166 (1,166) ―

計 8,120,409 411,502 81,386 13,762 8,627,061 (1,166) 8,625,895

営業利益又は 
営業損失（△）

403,794 62,039 15,014 △13,493 467,355 (107,761) 359,594

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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